
48 29.3%

33 20.1%

30 18.3%

26 15.9%

18 11.0%

9 5.5%

49 29.9%

42 25.6%

28 17.1%

20 12.2%

9 5.5%

4 2.4%

4 2.4%

3 1.8%

2 1.2%

2 1.2%

1 0.6%

ずっと薩摩川内市在住

転入後１年以上５年未満

転入後１０年以上２０年未満

転入後２０年以上

転入後５年以上１０年未満

転入後１年未満

『薩摩川内市の移住施策に関するアンケート』結果報告書
実施部署：未来政策部企画政策課
実施期間：令和５年５⽉１０⽇（⽔）〜６⽉１１⽇（⽇）
調査⽬的：本市の移住施策に関する市⺠の意⾒を聴くと伴に本市への移住者（転⼊者）のニーズを把握さ
せていただきたい。
回答者 ：１６４名

【１】本市での居住期間はどのくらいですか？

仕事（起業等）

地域（自然環境）を気に入って

未回答

親の介護等

仕事（家業の継承）

子どもの教育環境を考慮して

回答者の属性として、３割の「ずっと薩摩川内市在住者」、７割の「移住者（転入者）」の方々から回答
をいただきました。市外での生活を経験された方から、より多くの回答をいただいた結果となりました。

【２】本市に住んだきっかけは何ですか？

自分の出生地・地元だから

仕事（転勤）

親・家族の出身地だから

自分の出生地・地元だから（Uターン）

地域（人とのつながり）を気に入って

移住者（転入者）の方のうち、薩摩川内市に居住されている主な理由としては、転勤によるものが42名
（25.6％）でした。続いて、親や家族の出身地が28名（17.1％）または自分の出身地（Uターン）が20名
（12.2％）で約3割は薩摩川内市に地縁のある方でした。

29.3%

20.1%18.3%

15.9%

11.0%

5.5%
ずっと薩摩川内市在住

転入後１年以上５年未満

転入後１０年以上２０年未満

転入後２０年以上

転入後５年以上１０年未満

転入後１年未満
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25 15.2%

71 43.3%

57 34.8%

11 6.7%

8 4.9%

19 11.6%

17 10.4%

4 2.4%

全く思わない

58.5％の半数以上の方が住みやすさを感じているが、残りの半数弱は住みやすさを実感されていないとい
う結果になりました。

以下で居住年数別で主なご意見をまとめました。

◎居住年別で「ずっと薩摩川内市在住」の方のご意見

思う

どちらかというと思う

【３】薩摩川内市は、市外からの移住者(転入者)が住みやすいと思いますか？
　　　また、その理由を記入してください。

思う

どちらかというと思う

どちらかというと思わない

どちらかというと思わない

全く思わない

29.9%

25.6%
17.1%

12.2%

5.5%
2.4%

2.4% 1.8% 1.2% 1.2% 0.6% 自分の出生地・地元だから
仕事（転勤）
親・家族の出身地だから
自分の出生地・地元だから（Uターン）
仕事（起業等）
地域（自然環境）を気に入って
未回答
親の介護等
仕事（家業の継承）
子どもの教育環境を考慮して
地域（人とのつながり）を気に入って
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6 3.7%

21 12.8%

13 7.9%

2 1.2%

どちらかというと思う

どちらかというと思わない

全く思わない

◎居住年別で「転入後５年未満」の方のご意見

思う
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11 6.7%

31 18.9%

27 16.5%

5 3.0%

◎居住年別で「転入後５年以上」の方のご意見

思う

どちらかというと思う

どちらかというと思わない

全く思わない
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98 59.8%

75 45.7%

70 42.7%

56 34.1%

37 22.6%

36 22.0%

30 18.3%

25 15.2%

18 11.0%

6 3.7%

【４】移住者(転入者)が増えるためにはどの分野の施策が有効と思いますか？（３個まで選択可能）

子育て支援

住宅支援

就労支援

商業振興

移住者を増やすためには、上位から、子育て支援、住宅支援、就労支援の３つの分野における施策に有効
性を感じているという結果になりました。

教育支援・特色ある教育

生活環境の美化

医療施設の充実

起業・創業支援

福祉・介護支援

農林漁業支援

59.8%

45.7%

42.7%
34.1%

22.6%

22.0%

18.3%

15.2%
11.0% 3.7%

子育て支援 住宅支援

就労支援 商業振興

教育支援・特色ある教育 生活環境の美化

医療施設の充実 起業・創業支援

福祉・介護支援 農林漁業支援
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30 18.3%

26 15.9%

23 14.0%

17 10.4%

12 7.3%

8 4.9%

6 3.7%

6 3.7%

5 3.0%

1 0.6%

29 17.7%

16 9.8%

14 8.5%

13 7.9%

13 7.9%

12 7.3%

12 7.3%

3 1.8%

3 1.8%

2 1.2%

39 23.8%

36 22.0%

32 19.5%

26 15.9%

19 11.6%

14 8.5%

12 7.3%

11 6.7%

9 5.5%

2 1.2%

◎居住年別で「ずっと薩摩川内市在住」の方のご意見

子育て支援

就労支援

住宅支援

商業振興

◎居住年別で「転入後５年未満」の方のご意見

子育て支援

住宅支援

生活環境の美化

教育支援・特色ある教育

商業振興

起業・創業支援

生活環境の美化

医療施設の充実

福祉・介護支援

教育支援・特色ある教育

農林漁業支援

子育て支援

住宅支援

就労支援

商業振興

教育支援・特色ある教育

生活環境の美化

就労支援

医療施設の充実

農林漁業支援

福祉・介護支援

起業・創業支援

◎居住年別で「転入後５年以上」の方のご意見

医療施設の充実

起業・創業支援

福祉・介護支援

農林漁業支援
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92 22.4%

59 14.4%

48 11.7%

43 10.5%

32 7.8%

31 7.5%

27 6.6%

27 6.6%

27 6.6%

25 6.1%

27 6.6%

17 4.1%

17 4.1%

14 3.4%

10 2.4%

9 2.2%

9 2.2%

6 1.5%

6 1.5%

5 1.2%

空家を改修して移住者向けの賃貸住宅に利活用する場合への補助金

移住(転入)者が住宅をリフォームする場合の補助金

市内中小企業等に就労した若者の奨学金返還金への補助金

新婚さんが市内に転入・転居する場合に引っ越し費用への補助金

高校卒業後に市内の大学・専門学校に就学した場合の入学金への補助金

移住(転入)希望者が移住前に現地の知りたい情報や環境を確認するための移住体験ツアー

【５】本市で実施している制度で移住のために有効と考えられる制度はどれですか？（３個まで選択可
能）

移住(転入)者が住宅を取得する場合の補助金

移住(転入)者が住宅をリフォームする場合の補助金

空家を改修して移住者向けの賃貸住宅に利活用する場合への補助金

市内中小企業等に就労した若者の奨学金返還金への補助金

新婚さんが市内に転入・転居する場合に引っ越し費用への補助金

移住(転入)者が市内中小企業等に就労した場合に家賃への補助金

移住(転入)希望者が移住前に現地の知りたい情報や環境を確認するための移住体験ツアー

移住(転入)者が市内中小企業等に就労した場合に家賃への補助金

市内の大学・専門学校を卒業後に市内事業者に就労した場合の補助金

移住(転入)希望者が現地の生活を事前に体験するための移住体験住宅

住宅を取得する場合の補助金をはじめ、空家を移住者向けの賃貸住宅に改修する補助金やリフォーム補助
金など、住宅に関連する補助金が有効であると考えられている結果になりました。

◎居住年別で「ずっと薩摩川内市在住」の方のご意見

移住(転入)者が住宅を取得する場合の補助金

高校卒業後に市内の大学・専門学校に就学した場合の入学金への補助金

移住(転入)希望者が現地の生活を事前に体験するための移住体験住宅

市内の大学・専門学校を卒業後に市内事業者に就労した場合の補助金

22.4%

14.4%

11.7%10.5%

7.8%

7.5%

6.6%

6.6%

6.6%
6.1%

移住(転入)者が住宅を取得する場合の補助金

空家を改修して移住者向けの賃貸住宅に利活用する場合への補助
金
移住(転入)者が住宅をリフォームする場合の補助金

市内中小企業等に就労した若者の奨学金返還金への補助金

新婚さんが市内に転入・転居する場合に引っ越し費用への補助金

高校卒業後に市内の大学・専門学校に就学した場合の入学金への
補助金
移住(転入)希望者が移住前に現地の知りたい情報や環境を確認する
ための移住体験ツアー
移住(転入)者が市内中小企業等に就労した場合に家賃への補助金

市内の大学・専門学校を卒業後に市内事業者に就労した場合の補
助金
移住(転入)希望者が現地の生活を事前に体験するための移住体験住
宅
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27 6.6%

15 3.6%

12 2.9%

11 2.7%

11 2.7%

10 2.4%

7 1.7%

6 1.5%

5 1.2%

5 1.2%

38 9.2%

27 6.6%

20 4.9%

17 4.1%

16 3.9%

15 3.6%

14 3.4%

13 3.2%

11 2.7%

11 2.7%

移住

住環境

雇用・
就労支援

商業

市内中小企業等に就労した若者の奨学金返還金への補助金

移住(転入)者が住宅をリフォームする場合の補助金

新婚さんが市内に転入・転居する場合に引っ越し費用への補助金

高校卒業後に市内の大学・専門学校に就学した場合の入学金への補助金

移住(転入)者が市内中小企業等に就労した場合に家賃への補助金

市内の大学・専門学校を卒業後に市内事業者に就労した場合の補助金

◎居住年別で「転入後５年未満」の方のご意見

移住(転入)者が住宅を取得する場合の補助金

空家を改修して移住者向けの賃貸住宅に利活用する場合への補助金

市内中小企業等に就労した若者の奨学金返還金への補助金

市内の大学・専門学校を卒業後に市内事業者に就労した場合の補助金

高校卒業後に市内の大学・専門学校に就学した場合の入学金への補助金

移住(転入)希望者が現地の生活を事前に体験するための移住体験住宅

移住(転入)希望者が移住前に現地の知りたい情報や環境を確認するための移住体験ツアー

移住(転入)者が市内中小企業等に就労した場合に家賃への補助金

移住(転入)希望者が現地の生活を事前に体験するための移住体験住宅

移住(転入)希望者が移住前に現地の知りたい情報や環境を確認するための移住体験ツアー

◎居住年別で「転入後５年以上」の方のご意見

移住(転入)者が住宅を取得する場合の補助金

空家を改修して移住者向けの賃貸住宅に利活用する場合への補助金

移住(転入)者が住宅をリフォームする場合の補助金

・小規模会社への補助金
・働き場所の確保
・若者への就労先の斡旋
・大企業の誘致

・商業施設を作る際の補助（子どもが遊ぶ商業施設が無いため）
・大型商業施設の誘致
・商業施設を増やす

新婚さんが市内に転入・転居する場合に引っ越し費用への補助金

【６】どんな制度があれば移住者(転入者)が増えると思いますか？制度のアイデアを記入してくださ
い。

※主なご意見を居住年数・分野別にまとめました。

◎居住年別で「ずっと薩摩川内市在住」の方のご意見

・一定期間、住宅や畑を無料で体験できる制度
・若者や子育て世代とそれ以外の補助金支給額の差別化
・奨学金補助の拡充
・住宅関係の補助

・若者が空家の利活用をできるよう空家の管理システムの構築
・既存の市営住宅の改築（甑島）
・空家を解体してフリースペースを備えた市営住宅を新設（甑島）
・土地付き空家と畑、山を低価での貸出制度
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農業

観光

子育て

医療

街づくり

学校・
教育

移住

住環境

ごみ

雇用・
就労支援

商業

農業

交通

子育て

福祉

・農業に興味のある方への補助

・豊かな自然を活かしてアウトドア（釣り・サーフィン・キャンプ等）の環境整備

・子どもが遊べる場所を作る
・手厚い子育て支援

・医療施設の充実（特に小児科）

・賃上げ
・起業支援（地元や国産にこだわった個人経営の飲食店の増加のため）
・移住者が働きやすい職場の斡旋（家族の転勤があっても働ける職場）
・アルバイトが出来る場の創出（若者を増やすため）
・外国人の就労支援・言語教育

・商業施設を作る際の支援・補助金
・誘致支援（店舗やショッピングセンターが出店しやすいように）

・移住者への畑の貸出し
・農業の支援・販売所の支援（地方ならではで、野菜が安く購入できる場所をアピールする
ため）

・交通手段の確保
・民間タクシー会社が行っている制度への補助
・マイカー助成
・中古車斡旋
・レンタカーの充実
・自動車税減免

・子育て支援の充実（明石市を参考に）
・出産祝い金
・子育て世帯に年１０万円（商品券で）
・市内保育園から高校まで学費免除

・福祉の充実（医療費控除・自動車税減免）

・低所得への補助金
・今住んでいる市民への支援を増やす
・減税または控除
・旧薩摩郡の地区に移住すれば市民税を減額または無料化
・定年後のシニア向けの趣味・サークル活動
・魅力ある街づくり
・原発への安全な体制づくり

・学校給食へ有機野菜やオーガニック野菜の導入（子育て世代への関心を高めるため）

◎居住年別で「転入後５年未満」の方のご意見

・移住者どうしや移住者と地元民との交流の場の設置
・新幹線通勤補助（現行制度の補助利用期間の延長）
・補助制度と自治会加入との切り分け
・住宅関係の補助
・居住10年以上あれば移住しただけで移住支援金
・結婚のために移住した場合の生活支援・祝い金
・現地の日常を感じることができる短長期のホームステイのような移住体験

・空家の再利用

・自治会に入らなくてもごみが出せる
・燃えないごみが毎週出せる
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医療

街づくり

学校・
教育

移住

住環境

自治会

雇用・
就労支援

ごみ

商業

農業

観光・
娯楽

・自治会費や役職手当の市内一律化、自治会長等の採用試験

・創業・起業支援
・希望する職場への体験就労
・就職斡旋
・IT事業者（データセンター）への電気代補助
・若者が就職したい企業の誘致
・事務所や支店の開設時の補助
・在宅ワークできる施設の紹介
・外国人の斡旋

・燃えないごみが毎週出せる
・ごみステーションの場所の告知の徹底
・ごみ出しの詳細な説明

・商業施設の充実（家族でゆっくり過ごせたり、若者が集えるスペースがある）
・大型商業施設の誘致
・マイナンバーカードを利用した市内住民向けクーポン券の配布
・空き店舗を日替わりで貸し出せる制度

・耕作放棄地を市が借り上げ企業に提供し、農業法人化することによる雇用促進
・新規就農者の受け入れを広くする（有機農業）
・農業法人に起業支援
・地元の人が地元で獲れるものを知る機会の確保

・イベントの充実
・若者が休日に楽しめる場所を作る
・温泉や保養施設の紹介・無料開放
・マイナンバーカードを利用した市内住民向けクーポン券の配布

・産後ケア施設の充実(24時間受け入れ可能に)

・本物の芸術や音楽に関する祭典や振興
・芸術家の拠点づくり
・若者が集えるコミュニティー作り
・住民税減免

・給食費無償化
・給食の改善
・専門的な学びを得る場・機会

◎居住年別で「転入後５年以上」の方のご意見

・スマートシティなどのシティプロモーションと定住者促進の一体的な推進
・住宅関係の補助（賃貸も含む）
・定住５年ごとに支援金
・補助金見直し
・一時金的な補助と一定期間の伴走型の補助を「定住」目的に運用
・定住者に限らず転入したら補助金交付
・相談体制の充実
・移住者に引っ越し記念品
・移住したときの利点のCM
・既存の制度の周知広報の徹底
・引っ越し補助

・市が空家を買い上げて若者にリフォームして貸し出す
・移住者がまとまって住める地域またはアパート一棟の整備
・空家を活用してペットと暮らせるような賃貸物件を増やす
・家賃補助の充実
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交通

子育て

障害福祉

医療

河川

街づくり

学校・
教育

19 11.6%

68 41.5%

75 45.7%

2 1.2%

23 14.0%

95 57.9%

37 22.6%

8 4.9%

1 0.6%

・給食費の負担軽減・無償化
・支援学級の見直し
・市内の有機農業農家と共同したオーガニック給食・エシカル給食の導入（千葉県いすみ市
を参考に）

【７】移住者(転入者)の方と知り合ったり、情報交換などを行ったりするための交流会があれば参加し
たいですか？

参加したい

参加してもよい

参加しない

・高齢者の交通費無料
・マイカー助成
・空港へのアクセスを改善する（北薩横断道路までつなぐ）

・子育てしやすい街にすること
・子育て支援
・子ども医療費の前払い廃止
・雨天時に遊べる場所の整備
・これから生まれる子どもに限らず、今いる子どもへの支援
・待機児童ゼロ
・学童施設の充実
・高校生向け給付金
・公立高校補助金

・障害児への支援（給付金・相談できる施設の整備）

・出産費用の無償化

・春田川等の市街地の河川の美化（汚水処理の対策）
・川内川があっても豪雨時に安心な体制

・税金での優遇制度
・ボランティアでポイントが貯まり電子マネーとして利用できる制度
・魅力ある街づくり
・魅力ある場所・人の育成
・路上喫煙防止条例の制定
・空家をアーティストやギャラリー、店舗として利活用し芸術区とする
・原発への体制をしっかりする
・LGBTQ+パートナーシップ・ファミリーシップ制度（さまざまな家族の形態を受け入れられ
る優しい街へ）
・市民が甑島へ行きやすいように市民割などの助成
・市民割で市民ならではの優遇制度の充実

不満

未回答

７割以上の大半の方が市の広報について満足しているという結果になりました。

未回答

半数以上の方が移住者（転入者）の方との情報交換を希望されているという結果になりました。

【８】市からの広報や情報提供に満足していますか？

満足

どちらかというと満足

どちらかというと不満
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◎主なご意見をまとめました。

【９】【８】について、その理由を記入してください。

◎移住経験がある方の意見をまとめた結果、理由の記述内容から下記の傾向がわかりました。
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9 15.0%

6 10.0%

6 10.0%

4 6.7%

4 6.7%

4 6.7%

3 5.0%

3 5.0%

2 3.3%

0 0.0%

19 31.7%未回答

転入時に欲しかった情報としては、その方の属性にも依拠する内容ではありますが、今回の調査では子育
てサポート情報が最多でした。各情報を幅広く求めていらっしゃるということがわかります。

【11】移住者(転入者)向けのお役立ちマップの作成を予定しています。どのような情報が地図に載って
いたら役立つと思いますか？

買い物情報

病院情報

イベント・観光情報

飲食店情報

公園・公共施設情報

福祉・介護情報

【10】移住者(転入者)したときにどのような情報があれば良かったですか？※転入後１０年未満の方の
み回答

子育てサポート情報

行政情報（補助・助成情報）

地域情報（防災・危険個所等）

幼保・学校情報

15.0%

10.0%

10.0%

6.7%

6.7%6.7%
5.0%

5.0%3.3%
0.0%

31.7%

子育てサポート情報
行政情報（補助・助成情報）
地域情報（防災・危険個所等）
幼保・学校情報
買い物情報
病院情報
イベント・観光情報
飲食店情報
公園・公共施設情報
福祉・介護情報
未回答
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5 8.3%

22 36.7%

33 55.0%

【12】移住者(転入者)向けのお役立ちマップを作成するワークショップを開催する予定です。これに参
加したいですか？

積極的に参加したい

参加してもよい

参加しない

ワークショップへの参加を希望してくださっている方が多数いらっしゃることがわかりました。

※本アンケートをとおして、具体的な記述によりたくさんの回答をいただきました。
   回答いただいた内容については、貴重なご意⾒として今後の政策立案の参考にさせていただきます。
 また今後企画します移住者交流会・ワークショップ等に活用させていただきます。
   ご協力、誠にありがとうございました。

※主な施設等にまとめました。

・医療機関（診療科）
・バス路線
・ごみステーション（可燃・不燃・資源）
・学校、保育園、幼稚園、学童施設
・通学路
・子育て支援センター
・スーパー等の買い物ができる場所
・カフェやベーカリー
・公園（遊具、トイレなどの有無）
・子どもと遊べる施設
・ウォーキングルート
・飲食店
・公共施設（図書館）
・危険個所
・観光名所、キャンプ場、物産館
・家族湯がある温泉
・子どもと一緒に過ごせる場所や授乳室・おむつ替えができる施設等
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